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石見ワイナリー株式会社 

収穫した葡萄から生産されるワインのオーナー制度や剪定・誘引・収穫・醸造作業の見学、様々な体験ツアーなどはも
ちろん、ワインの試飲会の開催を定期的に実施いたします。地域のイベントとも連携し、三瓶地区に来ていただければ
１日楽しめるよう開かれたワイナリーを目指してまいります。一般的な流通ではなく、来ていただいた方や応援いただけ
る方とのご縁を大切にした販売方法で、ファンを大切にしてまいりたいと考えています。 

法人名  石見ワイナリー株式会社 
       代表取締役 淺田 博昭  
所在地 〒  694-0064 
             島根県大田市大田町大田イ800-15              
電話 ０８５４-８２-３３１２            
設立 平成２７年１０月１６日   
組織構成 株式会社 

参入形態 企業の農業参入（６次産業） 
事業の種類 果樹栽培、果実酒製造・販売 
資本金  ３,０００万円 
（関連会社） 山陽空調工業株式会社 
（業種）    建設業（設備工事） 

経営規模 醸造所 葡萄園４.７ha  
従業員等 ２名（平成２９年４月現在） 
年   商 準備中につき売上なし（本年度より醸造開始予定） 
投 資  額 ２億円 
主な販路 関連会社の取引先 

先代社長、現社長とも島根県との関係が深く、現社長が島根県のしまね産業立地アドバイザーということもあって、支
店のある大田市 三瓶山の自然と石見銀山のポルトガルとの関係性から、国立公園内にある遊休資産と遊休農地の
活用による６次産業化と雇用の創出の一環として、醸造用葡萄の生産からワイン製造・販売までを行う事業を立ち上げ
ることとした。これによって、三瓶の新しい観光名所とすることで少しでも島根県に貢献したいと考えている。 

商品ＰＲなど 三瓶の自然環境にマッチした醸造用葡萄の生産、その過程を経験いただけるような開放的な農園運営
を行いつつ、葡萄の品種特性や土壌にマッチした品種の育成によって、石見ワイナリーならではのワイン造りを目指し
ています。極力農薬を使わないよう、圃場の周りにバラの花を栽培する計画があり、春夏秋冬楽しんでご訪問いただけ
るワイナリーにしたいと考えています。 

大変ご縁のある島根の大田地区 三瓶山の気候
や土壌にあったワイン用葡萄を生産し、三瓶山に
石見ワイナリーありと言われるような高品質な葡
萄の生産とワインの醸造を行いたい。 
また、石見銀山とポルトガルは歴史的な関係性
が高いことからポルトガルの葡萄品種の生産も
手掛けたい。 


